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ゴットフリート・ケラーの
『子猫シュピーゲル』
ー「ゼルトヴィラの人々」第 1巻に
おけるその意味について一一＿
佐 藤
?
「ゼルトヴィラの町では割の合わない取引きをしたり，他人から一杯喰
わされたりすると，『あいつは猫から脂を買ったな』と言われるが， この
諺は，他の土地でもよく使われるけれど，この土地ほどにまたしばしば聞
かれるところはないのである．それはおそらく，この町にはこの諺の意味
や由来についての古い言い伝えがあるところから来ているのであろう．」
(323) 
このような書き出しに始まるゴットフリート・ケラー (GottfriedKel-
ler)の短編『子猫シュビーゲル』 Spiegel,das Katzchenは， 1856年に発
表された短編集『ゼルトヴィラの人々』 DieLeute von Seldwyla第1巻の
中の 1編である．この短編集の内容をその配列の順に従ってあげると，次
の通りである．
『序文』 Einleitung
『ふくれっつらのパンクラーツ』 Pankraz,der Schmoller 
『村のロメオとユリア』 Romeound Julia auf dem Dorie 
『レーゲル・アムライン夫人と彼女の末息子』 FrauRegel Amrain und 
ihr ]ungster 
『三人の律義な櫛職人』 Diedrei gerechten Kammacher 
『子猫シュビーゲル』 Spiegel,das Katzch訊
- 27 -
これら5編の物語は， もちろんそれぞれに独立した作品である． しかしこ
の短編集『ゼルトヴィラの人々』の特徴は，ゼルトヴィラというケラーの
作り出した架空の町が，すべての作品に共通する舞台となっていることに
ある．全体としては， この作品はゼルトヴィラという枠をもつオムニバス
小説なのである．
この小論でとりあげる『子猫シュピーゲル』は，その巻末を飾る作品で
あり，そして冒頭に引用した書き出しからもわかるように，ゼルトヴィラ
の町に伝わる諺の由来を説いた物語であるが，他の4つの短編がすべて架
空の舞台を背景に，現実の社会の問題を扱っているのに対し， この作品だ
けが，数百年も前にさかのぼるこの町の「古い言い伝え」を扱っている．
更に， 『子猫シュピーゲル』には『あるメルヒェン』E"@ハ〃γc"g〃という
副題が特につけられていることに着目されるのである．そして， このメル
ヒェンという様式は， 『ゼルトヴィラの人々』の中ではもちろんのこと，
ケラーのすべての作品の中でも， これ以外には全く使われていないのであ
る．その上他の4編では現実の社会が問題であるから， もちろん人間しか
登場しない．けれども『子猫シュピーゲル』はメルヒェンの世界であるか
ら，題名の示すように，シュピーゲルという名の猫が活躍する．つまり，
『ゼルトヴィラの人々』の中でこの巻末の作品だけが，ゼルトヴィラとい
う虚構の町を舞台に，更にその上にメルヒェンという虚構の世界を展開さ
せるという仕組になっている．一体作者は何のためにメルヒェンという様
式を，突然この作品で用いる必要があったのだろうか． しかも興味深いこ
とには，ケラーはこの作品で『ゼルトヴィラの人々』全体を効果的にしめ
くくろう， と意図していたらしいのである1． これは，短編集第1巻の最
後を飾る作品として，様式上他の4編とは全く性格を異にするメルヒェン
を置いたということと，決して無関係ではあるまい．当然ここには，ケラ
ーの大きな意図が隠されていると考えることができる．本論は特にこの作
品の短編集に占める意義について，作品の概要を紹介しつつ考察したい．
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言い伝えによると，何百年かの昔，シュピーゲルという名の牡猫が，ひ
とり暮しのかなり年配の婦人といっしょに，ゼルトヴィラの町に住んでい
た．彼はなかなか賢明な猫で， 「決して臆病でも不作法でもなく，誰にで
もよくなつき，道理のわかった人たちからは決して逃げ隠れはしなかっ
た.」 （324）そして女主人のもとで「日々を朗らかに，上品に，また静かに
暮して，格別高ぶりもせず，裕福な礼節ある生活を送っていた.」 （324）
普段の彼は「元気に跳ね回って，むしろ狭い階段の手すりの上か，雨樋の
中に横になって，哲学的瞑想や世間の観察に耽るのを好むのであった.」
(324f.)ところが毎年春と秋には一週間ほど彼は恋の情熱に身をまかせ，
勝手気ままに行動し,あげくの果ては見るも無惨な姿になって戻ってくる．
けれどもその一週間が過ぎると， 「たまの道楽は身の薬と心得ているひと
かどの理屈屋」 （325）のシュピーゲルは，再び何事もなかったように静か
な生活に戻る．
ここに登場する牡猫は，その恵まれた生活の中で，おごることなく分別
をもって，いかんなく彼の特性を発揮させながら，哲学的瞑想に世間の観
察にと知的な日々を過ごす典型的な市民である． しかし一方では自然のつ
き動かす力に従って，思いのままに恋の情熱に身をまかせるボヘミアンで
もある． このようにシュピーゲルとは，まさしく現実的に生きながら生を
享楽することを心得た， 「生活欲あふれた思想豊かな」（334）のらくら者
の市民といえるのである．
ところが彼がまさに青春の盛りを認歌している矢先に，彼の女主人が亡
くなり，彼は全く一人で後に残されるのである．たちまち生活は貧窮する．
「食物がだんだん手に入らなくなるにつれて，温厚な君子だったシュピー
ゲルも次第に注意深くなり，そのためすべての徳性も消滅して，まもなく
昔の彼とは似てもつかぬ風体になってしまった.」 （327）そして「日一日
とやせ細ってみすぼらしくなり，おまけに負欲になり，卑屈になり，臆病
になって昔の勇気も卑しからぬ人品ならぬ猫品も，理性も哲学もどこかへ、
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行ってしまった.」（327）
こうも落ちぶれ果てたシュピーゲルの前に現われるのが， この町おかか
えの魔術師ピナイス(Pinei6)である．魔術師とは言っても，「ピナイス氏
は一種の何でも屋で，種々雑多な仕事をしていた．病気も直せば乱退治も
する，歯も抜いてやれば金貸しもするというふうであった．孤児や寡婦は
誰かれの区別なく面倒をみてやるし，暇な時には1ダース1銭で羽ペンを
削りもする，その他きれいな黒インキの製造もすれば，生姜や胡椒，車に
塗る油や薔薇酒，止め金や靴鋲の商いもする，塔の時計の修理もする，年
ごとに気象や農業の年中行事や放血法手引図の入った暦もつくる」(330f.)
のである．一方肝心の魔術の方はというと， 「こと面倒になると嵐を呼ぶ
こともでき，魔術を使って魔女の見張りをし，年頃になると焼き殺させる
のだったが， 自分では魔術を学問的実験として，また自家用としてやって
いた」 （331）のである．そこで「ゼルトヴィラの人々はいつもこういった
大小様々の仕事を弁じてくれる男を町内に必要としたので，彼は町専属の
魔術師に任命され， もう長年のあいだ明け暮れ倦むことを知らぬ熱心と熟
練とをもってこの役を勤めていた.」 （331）
このピナイス氏が魔術を行なうためには，猫の脂が必要で， しかも契約
によって猫自らが譲ってくれたものでなければ効き目がない．そこで窮迫
するシュピーゲルに目をつけたというわけである．丸々太るまでの御馳走
と，太った後，脂を提供するまでのしばしの猶予を条件に， ピナイスはま
んまと猫を丸め込む．
‘魔術師とはいうものの， ピナイス氏はどうもお人好しの俗物である．彼
には魔術師らしい威厳が少しもないし，彼のこまごました仕事は全く日常
的で平凡なものばかりである．町専属の魔術師とは名ばかりの，一種の便
利屋にすぎない．それでも任命されて得々とその仕事に励んでいる姿は，
少々滑稽でもある． しかし，一方では，なかなかぬけ目のない人物でもあ
る．
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さっそく彼のもとに身を寄せたシュピーゲルは目に見えて太り， 「毛皮
は再び滑らかになりつやつやしてきて， 目は生気を帯びてきた． しかし，
同時に彼の精神力も同じ割合で回復していったので，野蛮な欲望はおさま
り，今では悲痛な経験を経てきたので，以前にもまして怜捌になった．彼
は食欲を慎しんで消化しきれるだけしか食べず，またそれと同時に再び理
性的な沈思黙想に耽って事物の根底を透視する眼力を得た.」 （333）そう
なってくると奇妙な契約を結んだわが身が惨めで卑屈にみえてくる．何と
かしてこの罠からぬけ出したい． しかし，妙案も浮かばないまま， 「この
ような場合いつも最善の準備であり，消閑の方法である節制の徳を守って
いた.」（334）いつまでたっても期待したほどには太らない猫に，魔術師
はとうとう業を煮やし，次の満月の夜に契約を履行することを宣言する．
窮地に立たされたシュピーゲルは思いあぐねて屋根へと登ってゆく．す
ると折しも秋の夕月夜で，そこへ1匹の真白な牝猫の愛らしい歌が聞こえ
てくる． 「たちまちシュピーゲルは前途に死が待ち受けていたことも忘れ
て， それに答えて一番美しい牡猫の声で，麗しい牝猫の讃歌を歌った.」
(337）彼は今では奔放な情熱の追求者となり，約束の満月の夜ピナイス氏
の前に現われたときには， 「以前にもましてみすぼらしくやせこけ， ぼろ
ぼろになっていた.」（338）とうとう魔術師は怒りを爆発させる．そこで
彼は猫を濫にとじ込め，秘術を尽して十分過ぎるほどの栄養を与える．効
果はてき面．数日後，ついに脂を提供する時がやってくる． ところが庖丁
をつきつけられた牡猫は，おもむろにこの世に思い残すことがあるとやら’
思わせぶりなことを言い出すのである．
以上述べたように，深遠な哲学的瞑想に耽ることのできたのんきな市民
生活から，突如貧困というぬきさしならぬ人生の苦難に直面したシュピー
ゲルには，空腹を前にしては崇高な精神も徳性も役には立たない．ただ胃
袋を満たすためだけに，前後の見境もなく契約にとびつき， さし迫った現
実の問題しか目にはいらない． ところがそれが一応解決されると，再び生
I
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の哲学に関心が向う．それを考える余裕ができるのである． これは変化す
る境遇に示す典型的な市民の姿であり，生きてゆくということへの人間の
したたかな適応力を表わしている．それでは胃袋の問題が解決した上で，
更に生の問題を解くものとは何か．それは何ものにも捕われない自由な感
性と，実際的な哲学であろう．濫に入れられたシュピーゲルは次のように
独りごつ． 「物事にはそれぞれ潮時というものがある．今日いささかの情
熱，明日いささかの思慮と安静，それぞれおのがじしによいのだ． この牢
獄にしてみても決してひどく悪いとは言えない， きっと何かよい考えが浮
かぶことだろう.」（340）これは人生を享楽し，何事が起ろうとも，それ
を笑ってのけることによってその脅威から身をかわし，直面している現実
をしたたかにきり抜けてゆこうとする姿勢である． これこそがたくましく
生きようとする市民の哲学であるといってよい．
さて，シュピーゲルの予想通り，彼の思わせぶりな話にピナイスはひっ
かかる．猫にその始末の全権が委ねられた1万グルデンの金貨があると聞
くや，魔術に必要な猫の脂がまもなく底をつくことも忘れて， ピナイスの
関心はひたすら1万グルデンに集中する．彼は何でもできる魔術師なの
に，どこか間のぬけたお人好しのおっちょこちょいで，へまばかりする．
そのくせ欲はかなり深い．彼は1万グルデンに心を奪われて，猫の策略だ
とも気がつかず，その因縁を聞き出そうとする． もう聞き出すことに夢中
である． ここに劇中劇ともいえる， 1万グルデンにまつわるシュピーゲル
の話が始まる．
シュピーゲルの亡くなった立派な女主人は若い頃にはまれに見る美人で，
おまけに数千グルデンの持参金もあり，求婚者は数知れぬほどだった． し
かし，彼女自身が自分の財産を重んじていたので，求婚が愛から出たもの
か財産めあてであるのか，彼女は見分けることができない． こんな状態に
いや気がさして旅に出た彼女は，若い同郷の青年にめぐり会い， 「……学
識こそ豊かだったが， まるで小児のように無邪気な男で，彼は商人であっ
1
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たにもかかわらずすこぶる天真燭漫な心を持っており……その上態度もし
っかりしていて紳士的で……こういった数々の美点に加えてみずみずしい
美しさと若さとが女の心を魅了し去った」 （348）のである．彼の方でも
「青春の熱情を傾けて本気で愛し始めたので，彼にとっては令嬢が世界中
で最高至上のものとなり， この婦人に彼自身の生活のすべての幸福，すべ
ての価値をかけるようになり」（349)，女も「同じく熱烈な恋に陥って，
もはや誰彼と選ぶなどという問題でなくなってしまった.」 （350）ところ
がである，男が愛を告白したとたん，彼女はまたもやいつもの疑いに捉え
られ，即座に男の熱意のほどを試すために新しい計略を思いつく． 自分に
は実は故郷に心から愛する許婚がいるのだが，彼に1万グルデンの負債が
あり，窮地から彼を救ってやりたくて，金策のためにこの地に来たのだと
もち出す． 人を疑うことを知らぬ若者はその話を信じ， 「このように真心
から熱烈に他の男を愛していた婦人に目をくれたことをたいへん驚きかつ
恥じた」（353）が，彼女に対して少しの不平ももらさず，自分の将来をか
けた全財産の1万グルデンを彼女にさし出す．彼の愛を確信した彼女は，
話のつじつまを合わせ大団円へ導くために，その金を受け取る条件として，
いやがる彼に故郷での彼女の結婚式に出席するよう無理矢理約束させる．
心にかなう恋人をみつけて心晴れやかに故郷に帰ってきた令嬢は，家中
を飾りたててその人を待つ．けれどもいくら待っても遂に恋人は現われな
い． この誇り高い不幸な若者はスイス軍に身を投じ，彼女への恋に身をこ
がしながら戦死してしまったのである．彼の死を知るや，彼女は狂乱し，
彼に工面させた1万グルデンの金貨を床にぶちまけ，幾日となく悶えない
たが，ある真夜中に突然まき散らした金貨を集めて，深い井戸の中へ投げ
込み，再び人手にはいらないよう呪いをかける．
しかし，彼女が年老いて最期が近づいたとき，考えをかえてシュピーゲ
ルに頼んだのである．絵に書いたような美人で財産がなく，そのために求
婚者のいない女を捜し出し， 自分は裕福ながら，その貧しい娘をただその
1
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’美しさに心ひかれて妻にしたいという男がみつかったら，井戸の中の1万
グルデンを花嫁の持参金にして，結婚式の朝花婿を驚かすようにと．
以上がシュピーゲルの語る1万グルデンをめぐっての因縁であるが， こ
の播話自体が美事な作品になっている． ここに登場する人物はたった二人
で名前さえないが，各々きわだった性格づけがなされている．若い商人は
外面ばかりでなく内面的にも非常に優れた人物である． しかし余りにも純
粋であるので，かえってそのために破滅してしまう．一方明らかにこの悲
劇の主役である令嬢は，余りにも自我に，そしてそれゆえに金に捕われす
ぎて， 自分の心の声を聞きとることができない．彼女は自分の賢明なこと
を信じて疑わず，そのために幸福をとり逃がしてしまう不幸な女である．
美しく魅力的ではあるが，利己主義や独善といった様々な欠点をもつ，精
神的にかたよった人物の典型といえよう．
シュピーゲルの話を聞き終えたピナイスは，彼の計算通り早くも1万グ
ルデンのことしか頭にない．猫の案内で古井戸の中の金貨の山を見た魔術
師はこうつぶやく． 「あそこに金はあると……そして男もここにいるとし
て，ただ一つ絵に描いたような美人がいないな.」 （361）そこですかさず
実はもう花嫁には見当をつけてあると猫は答える．そして逸るピナイスを
おさえて，すべては自分の手を経ないことにはだめなのだと付け加える．
ここにきてまぬけのピナイスもようやくシュピーゲルの真意に気がつく．
けれども今の彼には猫の脂より， 1万グルデンと美人の女房の方がはるか
に気をそそられる．そこで彼は契約書をしぶしぶ取り出し，猫の前に置く
が， 「置かれたとみるやたちまちシュピーゲルは， ぱくりとくわえてそれ
を飲み込んでしまった.」 （364）こうして猫は自分の命を自らの力で救い
出す． こうなると主導権は完全に牡猫の手にある．彼は「望みの花嫁を欲
得からでなく， もっぱら女の美しさへの愛情から結婚しようというのでは
なくて，あらかじめ1万グルデンの経緯を承知でいながら， 自分をごまか
し，世間をだますことができると考えた魔術師の阿呆さかげんを面白ｶﾐつ
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た.」 （365）そしてピナイスヘの御恩返しにとさっそく花嫁を連れにゆく．
この花嫁とは実は魔術師の向いの家に住む評判の高い年とった半俗尼で，
家も身なりもすべていつも清潔で，信仰心に厚く，一人ひっそりと暮して
いる． しかし実は夜になると素っ裸で箒にまたがって煙突から飛び出して
ゆく魔女なのである．おまけに彼女はピナイスに特別の憎悪をいだいてい
るらしかったし，彼もまたこの女をひどく恐れているらしい．猫はこの魔
女をうまく利用して，注文通りの美しい貧乏娘にしたて， 1万グルデンを
持たせて魔術師の所へ嫁にやる．婚礼がおわってみると，美しい女と思っ
たのは向いの老いぼれた尼さんである．そして一生この女のために苦しめ
られ通す． 「それ以来ゼルトヴィラでは，特にたちの悪いいとうべき妻を
めとったときには， 『あいつは猫から脂を買った』と言うようになった.」
(375）というのである．
この作品は，ケラーが『あるメルヒェン』という副題をつけてことわる
までもなく，魔術師や魔女といった超現実的な登場人物からみて，明らか
にメルヒェンの様相を呈している． しかしここで改めてケラーが副題とし
て付したメルヒェンというその様式に注目するならば， メルヒェンが何よ
りもまず叙事的散文文学であり，その特徴は一切を様式化し，また類型化
することにある， という点である．そこではすべては善と悪，美と醜とい
うように対照化され，単純化され，様式化される．登場人物は類型であっ
て，その個性は問題とはならない．そして類型としての人物はあくまで筋
を発展させるためにあり、従って物語はおのずから決まった様式化された
筋を追ってゆき，主人公に都合のよい， また読者によって期待され納得さ
れる結末へと至るのである．言いかえれば，典型的な状況に典型的人物が
登場し，典型的な対応をすることで，物語が完成するのである．
『子猫シュピーゲル』の主人公であるシュピーゲルは，明らかにこの物
語の進行係である．彼の境遇の変化とそれに伴うシュピーゲルの変化に従
って， この物語は展開してゆく． この彼の境遇の変化への対応の仕方は，
－35－
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良くも悪くも人間の本質を典型的に表わすものであろう．けれどもこの物
語の筋を発展させるために重要な役割をになっているのは，むしろピナイ
ス氏ではないだろうか．彼はあらゆることができ，魔術さえ使うことがで
きるにもかかわらず，結局は本当に有用な正しいことは何もできず，欲だ
けは人一倍深いという見かけ倒しの俗物である．彼のこのような人物像の
中には， 『村のロメオとユリア』での父親たちの欲深さ，ずる賢さ，不正
直，だらしなさ，あるいは「三人の律義な櫛職人』での職人たちの怪しげ
な偽りの勤勉さといったような， 『ゼルトヴィラの人々』の他の短編で批
判的に描かれてきた様々な特徴が，再び見出されるのである．つまりピナ
イス氏とは根っからのゼルトヴィラ人， しかも悪しきゼルトヴィラ人の典
型と言えるようである．従って彼もこれらの人々と同様に，欲に目がくら
んで不幸な人生を歩むことになる．
この金めあてに結婚するピナイスとまさに対照をなすのが，劇中劇に登
場する若い商人である．愛のためには全財産をなげうつ純情な生一本な性
格で，やはり愛の成就に失敗する『ふくれつつらのパンクラーツ』のパン
クラーツ(Pankraz)と並んで，この短編集の中でも最も優れた人物とし
て描かれている． しかしこの若い商人は，彼のその優れた人間としての美
点のために滅びざるを得ないのである．
一方この商人を破滅へと追いやる令嬢は， 『ふくれつつらのパンクラー
ツ』のリーディア(Lidia)や『三人の律義な櫛職人』のチュース(Zms)
と同様，賢明であるにもかかわらず自我に捕われすぎて，結局幸福を見出
すことができないままにおわる．令嬢のエピソードは， 自我に捕われ，そ
のためまた金に捕われた愛の悲劇を端的に物語っている．
これらの女性の賢明さもピナイスの勤勉も， ともにみせかけであるが，
ピナイスと結婚する，半俗尼の仮面をかぶった魔女は， とりわけ本質とみ
せかけという人間のもつ二面性を，美事に具現化した人物である．彼女は
その二面性のつじつまを合わせるために，最も憎んでいる男と結婚しなけ
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れぱならないはめに陥る．
以上見てきたように， この作品に登場するシュピーゲル， ピナイス，魔
女，猫の女主人，その恋人である商人といった人物は，いずれもがそれぞ
れの性格の類型であり，物語の進行に従って，典型的な状況での典型的な
性格の人物像を描き出しているのである．
さて， これらの人々のうち， ピナイス，魔女，令嬢，若い商人という四
人に関しては，先に簡単にふれたように，各々の類型に属する人物を他の
四つの短編の中に見出すことができる． ところが主人公シュピーゲルにつ
いては，類型を同じくする人物がみあたらないのである． しかも商人以外
の登場人物がすべて批判的に描かれているのとは対照的に，彼は人生を楽
しみながら，厳しい現実をその才覚でうまくきりぬけてしたたかに生きて
ゆく人物として，疑いなく好意的に描かれている．シュピーゲルはゼルト
ヴィラの人々の中にあって，少し異質な存在なのである．それはこのメル
ヒェンの結末で明らかである．
すなわち，シュピーゲルが見当をつけておいた女をピナイスの花嫁に仕
立てるため，彼は協力を求めて1羽のふくろうを訪れる．事の一部始終を
聞いたふくろうは，驚いて尋ねる． 「あなたは正気でそんなことをおっし
ゃるんですか．あなたの生き皮をひんむこうとした悪党に，まだ親切をし
てやろうなんて.」（368）猫はすまして答える．「いや全くの話がやつは正
々堂々契約によってそんなことをやりかねなかったんですよ．……わたし
の亡くなった主人というのは一生涯恋をしたこともなければ崇拝者に取り
巻かれたこともない，ただの平凡な女でしたよ．その大金というのは実は
不浄の金で，わたしの主人が昔相続したんですが，後難を恐れて井戸へ放
りこんだものなんですよ． この金を拾い上げて使う者に呪いあれと言って
ね．まあ親切っていうのはこういったわけなんですよ.」 （368）そしてこ
の親切を受けたピナイスの結果は， 「彼には少しの自由も気晴しも許され
ず，朝から晩まで根の続く限り魔法の使い通し，たまたま通りがかりにこ
I
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「れを見たシュピーゲルは， 『ピナイスさん， いつも御精が出ますこと， 出
ますこと.』と言う」 （375）ことになるのである．
この結末は，シュピーゲルがあの作り話を語って聞かせる際にあらかじ
めもらした大きな疑問， 「だがこの因業な町でどうして3拍子そろえるこ
とができるんでしょう． 1万グルデンの金，色白で美しくて気立ての良い
おかみさん， それに聰明で律義な男.」 （344）という問に対する皮肉な答
えである． ピナイスという最も悪しきゼルトヴィラ人の典型の仮面がはぎ
とられ，その愚劣さが強烈に皮肉られている．そしてこの典型的人物ピナ
イスがこらしめられることで，批判的に描かれてきたゼルトヴィラの社会
そのものが，噺笑的に否定されたのである．シュピーゲルを助けるふくろ
3(Eule)の登場は，明らかにオイレンシュピーゲル(Eulenspiegel)
を意識したものであろう．放浪する先々で事件をまき起しては，強烈な譜
誰と風刺で人々の鼻をあかして活躍するオイレンシュピーゲルの役を， こ
の物語の中でシュピーゲルが， ピナイスに対して，そしてゼルトヴィラの
社会に対して演じていると考えられる． こうしてリヒター(Richter)も
言っているように， 「この分別のある (verniinftig),理性のない(ver-
nunftlos)猫が，分別のない(unverndnftig),理性を与えられている
(vernunftbegabt)人間に対して勝利を得る，という思いがけない出来
事で， このシュピーゲルのメルヒェンは終わるのである.｣2
しかし，最も肯定的に描かれた人物シュピーゲルは，どうして人間では
なく，猫なのであろうか．そのような人物に人間以外のものを設定した，
というのは何を意味するのであろうか． ここで再びこの作品がメルヒェン
であることに注目すると，その特徴は，現実界と超現実界の交錯する世界
を展開することが可能だ， ということである．次にこの視点から考察して
みよう．
この物語の主人公は一匹の若い牡猫であるが，ただの猫ではない．人間
の言葉を理解し，それをたくみに操り話す猫である．つまりこのメルヒェ
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ンでは，そのシュピーゲルと名づけられた猫によって全く意味の異なる二
つの世界，すなわち人間の世界と動物の世界が結びつけられ，一つに融合
されている． これら二つの世界はまた意味だけではなく，本来その価値も
全く異なる世界である．人間は常に人間中心に価値を考え，動物の一員で
ありながら人間にしか大きな価値を与えない．そして他の動物にはほとん
どその価値を認めようとしない． しかし『子猫シュピーゲル』では，人間
の言葉を理解し，話し，哲学的考察や世間の観察に耽ることを好む，分別
もありまた賢明なシュピーゲルという猫の設定によって，動物の世界が人
間の世界と同じほど，それどころかそれ以上の価値を与えられている． こ
の猫自身， 自らを,,Katzmann"(334),あるいはもっと簡単に,,MannG@
(344）と必ず称するのであり，決して牡猫(Kater)や猫(Katze)とは
名のらない． 自ら称しているだけではない． ピナイスも初めこそ猫や牡猫
と彼のことを呼ぶが，結婚式の席で彼に感謝の意を述べるときには，ちゃ
んと猫に対して,,Mann!!(374)という言葉さえ使うのである．
このように本来価値の全く異なる二つの世界が，人間と対等の立場にあ
る動物によって結びつけられ，動物の世界が人間の世界にまで引きあげら
れるということは， しかし同時に，それによって逆に人間の世界が，一般
に人々が人間より低いとみなしている動物の世界にまで引きさげられるこ
とである．従ってこの物語では，人間が一般に猫との間に置いている価値
の差の分だけ，ゼルトヴィラの人々が属している人間の世界そのものの価
値がひきさげられていることになる． この人間世界の価値の低下は，明ら
かに人間社会に対する批判を示すものであり，作者のイロニーと言わねば
なるまい．更に猫が人間に対して勝利をおさめるということは，単にシュ
ピーゲルとピナイスの対立であったものを，猫の世界とゼルトヴィラの社
会，ひいては動物の世界と人間社会一般との対立へと拡大し，人間社会に
対する勝利を，つまり人間社会への批判を意味するものである． このよう
に単にゼルトヴィラの社会にとどまらず，人間社会一般へと批判をおしひ
I
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Iろげるためには，肯定的に描かれた人間以外の登場人物が必要だったので
ある．
ところで，猫が人間に対して勝利をおさめた町ゼルトヴィラは，作者の
説明によるとスイスのどこかにあるというのだが， しかし「スイスのどの
町にも，どの谷にもゼルトヴィラの塔はそびえているのであり，だからこ
の町はそのような塔の集められた所，すなわち一つの観念上の町とみなし
てほしい． この町は単に山の霧の上に描かれているにすぎず，その霧とと
もにあちこちの州を越え，あるいはここそこで愛する祖国の境界を越えて
動いてゆくのだ.｣3と説明している．つまりケラーはスイスだけではなく，
ひろく人間社会一般をこの町に写し出そうとしたのであろう．またこの想
像上の町を舞台とした短編集『ゼルトヴィラの人々』について， 「わたし
がもともとこの本の中で語ろうとしている事件は， しかし格別ゼルトヴィ
ラの性格に根ざしたものではなく，いわば例外として時たま起った風変り
な事件， けれどもゼルトヴィラでしか起りえなかった事件なのである.」
（1）と述べている．従ってケラーの意図は， この架空の町ゼルトヴィラ
を舞台に，普遍的な人間社会を描き出すことにあったと思われる．
「個人主義と諸事実のイデオロギー的歪曲化，エゴイズムや独善と偽善，
所有欲と利己的な禁欲主義，俗物根性丸出しの冷酷さと非情，狭量と大げ
さな表現，要するに人間のおびただしい重大な欠点と迷い，それを詩人は
短編小説的に語ってゆきながら，実際の社会の特徴として， 目に見えるよ
うに描き出しているのである.｣4とリヒターも述べているように，ゼルト
ヴィラという町は，実際の社会を写し出した一つの鏡像だと考えられるの
である．
ゼルトヴィラが実際の社会を写し出したものであるなら， 『子猫シュピ
ーゲル』で否定的に描かれたゼルトヴィラの社会は，明らかに作者の現実
の人間社会への鋭い批判を示したものと言えよう．けれども彼は完全に人
間の社会を否定してしまったのだろうか．決してそうではないだろう．
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シュピーゲルから見れば人間は分別もなく，わがままでうそつきで， 自
分の本性を仮面の下に隠したみせかけばかりの動物である． しかしそれで
は猫が理想的動物かというと，決してそうではない．恋をすれば感情に走
って分別もなくなり，飢えればあらゆる徳性をふりすててさもしい野良猫
になりさがり， ピナイスと愚かな契約を結ぶ．人間を潮笑する猫もまた，
しばしば愚かなことをくり返す．ただ猫のほうが仮面をかぶったりせず，
人生を享楽しながらしたたかに生きてゆく，より自然な存在であるにすぎ
ない．
シュピーゲルという牡猫の目を通して描き出される人間の世界は，分別
のない愚かしい世界であり，彼によって潮笑される．けれどもそれをあざ
笑うシュピーゲル自身も愚行をするのであり，そんな彼を作者は好意的に
描き出している．
すなわち，シュピーゲルという猫の名も示す通り，この主人公の,,Katz-
rnann"は，人間の世界を写し出すために作者が作り出した,1枚の鏡
（シュピーゲル）であった．作者はこの鏡を使って，愚かしい人間の世界
を我々の前に写し出してみせてくれたのである．けれどもそれを写し出す
鏡自体もまた，時には曇るのであり，決して鑑ではない．人間の中には，
あの恋に身を焼きつくした若い商人のような優れた人物もいる．魔術師と
魔女もれっきとした夫婦として，市民社会の秩序の中で暮してゆく．ケラ
ーは人間社会を批判的に描きながらも，結局心の底に，生きる者に対する
限りない愛情をもっている．彼はいとうべきゼルトヴィラの人々をも牡猫
をも，悠然とほほえみながらながめているのである．
リカルダ・フープ(RicardaHuch)は，ケラーの天才とは客観性であ
り， フモールもそれに関連していると指摘する． 「つまり客観性とは1つ
の高い立場から見れば，重要なものがより高いものに比べてつまらないも
のであるとわかり，すべてが様々な関係の変化の中で認識され，明らかに
されることである．またフモールについて語るためには，一様に好意的な
｜
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感情がなければならない．ケラーの場合，私たちは知性と愛情の優越性を
もっている．彼は私たちにとって， ほとんど無限とも言える好意をもっ
て， しかし時には少なからずおもしろがって，彼の勝手きままな被造物を
みおろしている，子供のための聖書の中の親しい天上の父のように思われ
る……この神のような包容性と微笑を浮かべた洞察， これが彼の作品の基
調を形づくるものであり，私にはケラーの本質的特性であるように思われ
る.」5と述べるのである．
『子猫シュピーゲル』において，確かにケラーは人間の社会に厳しい目
をむけている． しかし彼は決して近視眼的に，それを否定したりはしてい
ない．より高い立場から全体を見おろした上で，おもむろに愛情をこめて
律している． このような彼の態度は， フープの指摘する客観性という，ケ
ラーの本質的特性と密接に結びついている． この客観性こそが，ケラーの
人間社会に対する基本的な姿勢であるように思われる．
ケラーは短編集『ゼルトヴィラの人々』をしめくくるにあたり，巻末の
作品でゼルトヴィラの社会を総括的に扱うとともに，客観性に立脚する，
人間社会に対する彼の基本姿勢を明らかにしようとした．そのためにはま
ず単純化された世界の中で，ゼルトヴィラの特徴をもつ典型的人物の登場
する典型的事件を物語る必要があった．更にはゼルトヴィラの社会の問題
を人間社会一般の問題へとおし進めるために，そしてその問題を客観的に
とらえるために，人間に対時するものｶﾐ必要であった．これらの条件を満
たし，美事にこの作品を成功へと導いたのが， メルヒェンという様式であ
る． しかも真偽のほどはともかく， この町に古くからある諺の由来を語る
という設定は，物語の最後で我々をメルヒェンの世界から現実の世界へと
確実にひきもどす， という巧妙な役割を果している．
『子猫シュピーケル』はケラーの客観性という特性をすぐれて示した，
短編集の巻末を飾るにふさわしい，美事な作品といえる．
’
I
’
－42－
?テキスト
GottfriedKeller,､S""@ｵ雌"eWbγ舵伽24彫""",Beml926-1948.(SWと略
記．本文の括弧内の数字は第7巻の引用ページを表わす.）
注
1 Vgl.GottfriedKeller,Gesg"wwe"eBγ麹/な"5助"de",Bernl950-1954,
Bd､3－2．,S，121.
HansRichter,Goｵ〃ｸ""αK@舵γs〃""g肋"g脆",2.Aufl.,Berlinl966,
S、 175．
SW,Bd、8．,S、1．
HansRichter,a・a．O､,S，192f.
RicardaHuch,Goメガｹ""dK2此γ.In:Gesα"@w@g"eW〃γ舵"ZO節"""，
K61nu・Berlinl969,Bd、6．,S、698f.
2
???
なお作品からの引用の訳出には， 『仔猫シュピーゲル』（堀内明訳， 『メーリケ・ケ
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Gottfried Kellers Spiegel, das Kätzchen 
--Über den Sinn des Werks in dem 
ersten Band von Die Leute von Seldwyla--
Izumi Sato 
Spiegel, das Kätzchen ist eine und die letzte Novelle in der 
Novellensammlung Die Leute von Seldwyla, die Gottfried Keller 1856 
herausgab. Diese Novellen in der Sammlung handeln alle über 
die verschiedenen Ereignisse in der erdichteten Stadt „Seldwyla". 
Diese Stadt „Seldwyla" ist sicher ein Spiegelbild der realen 
Welt. Keller möchte in der letzten Novelle als Schluß der übrigen 
vier Novellen des ersten Bandes, die Eigentümlichkeit dieser 
Stadt, nämlich das Sein und den Schein in dieser Welt, umfassend, 
typisch und objektiv geschrieben, zusammenfassen. 
Dieses kleine Werk hat einen Subtitel Ein Märchen. Nach dem 
Stil „Märchen" typisiert der Dichter die Probleme der Eigentüm-
lichkeit dieser Stadt und fünf Hauptpersonen, und zeigt deutlich 
die Eigentümlichkeiten der Leute von Seldwyla. Noch dazu ist 
das Märchen ein Tiermärchen. Der Held ist ein Kater, nein, 
„ein Katzmann", dessen Name Spiegel ist. Von ihm ist die 
Tierwelt mit der menschlichen verbunden, also die zwei un-
gleichwertigen Welten. Die Menschenwelt und ihr Sein und 
Schein werden durch die Augen des Katers gespiegelt und bloß-
gestellt. Also verlacht der Kater die menschliche Narrheit. 
Hier ist die Welt der Menschen niedriger als die Tierwelt. Aber 
Keller steht nicht auf der Stufe des Katers. Er ist zwar das 
gute Naturwesen, aber kein ideales Tier. Der Dichter zeigt auch 
seine Vemunftlosigkeit und sieht ihn lächelnd. 
Ricarda Huch nennt das Genie Kellers die Objektivität. Nur 
diese Novelle spielt im Gegensatz zu den übrigen Novellen des 
ersten Bandes in einer um Jahrhunderte älteren und noch ein-
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facher Welt. Dann wird sie als Erzählung eines Fabelwesens 
mitgeteilt. Und schließlich hat sie eine unrealistische Welt des 
Märchens. 
Dadurch gelingt es dem Dichter, daß er diese Novelle typisiert 
und objektiviert. Das Werk zeigt reichlich seine vollkommene 
Fertigkeit, seine Objektivität. 
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